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虫卵による肉芽腫形成に関する実験病理学的研究

(1）戚作時，非戚作時の差異について
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大阪医科大学病理学教室 （指導 浜本祐二教授）

（昭和 34年 8月10日受領）

特別掲載

緒言

虫卵を含めた畑虫に関する諸々の研究は従来の寄生虫

学に加えて，免疫血清学的な方面の発展と共に近年とみ

に進展の度を増して来た。特に畑虫並びに畑虫体成分に

よって惹起される生体反応と云うものがその毒作用に基

づくものであるか或は抗原抗体反応の立場に立脚したア

レルギ一反応てあるかの二点にしぼられて種々研究討議

されて来たが現在ては抗原抗体反応の立場に立脚した畑

虫アレルギーに関する研究の為に，畑虫抗原を使用した

皮膚反応の研究や姻虫分画成分の抗原性についての研究

が行われ，一応畑虫抗原による局所過敏現象の成立する

事を報告している。しかし乍ら之等数多くの研究がなさ

れているにも拘らず姻虫アレルギーの病態機構に対する

病理学的解明と裏付けが未だ行われていない現状であっ

たが最近，赤松（1959）は畑虫物質による皮府反応を指

標としたアレルギー性反応について畑虫体腔液並びにそ

の分間成牙を利用し，病理形態学的な立場から姻虫物質

感作の形態学と畑虫抗原の免疫学的位置の解明を行って

いるO かくして畑虫並びに畑虫体成好によって惹起され

る生体反応は一応幾多の研究者達により余す所なく説き

尽きれた感があるが，畑虫卵についてのその方面の研究

は近年，武田く1955），赤｜崎 (1958）等によって報告されて

はいるが今後の研究に大なる期待を持つ所てある。もと

もと胴虫の生活環として仔虫が肝，肺等の諸臓器を通過

する事は衆知の如くであるが，その仔虫によって惹起さ

れる種々なる生体反応はその各々の条件によって違う様
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である。之等の実験並びに症例ての功績のあった人達に

Stewart (1918），西尾・吉田・横川 (1923），小県 (1923），加

藤・平田 (1935),Biester & Mercer(1950），橋本〔1954)

松村等がある。大部牙の人達は姻虫仔虫包蔵卵子を経口

的に各実験動物に与え各臓器中の仔虫並びに通過後の組

織反応、を観察しているO しかし乍ら横川の如く豚及び犬

に反復感染せしめ肝臓の変化を主に観察したものや，叉，

平田(1935）の如く免疫犬，非免疫犬に犬畑虫卵を飼食さ

せて肝臓の変化を見たものや更には宮川 (1952）の如く

人姻虫体成牙を経口的に海狽に与えその後，人畑虫卵を

感染させて各種臓器の変化を見たもの迄色々て、あるO こ

の際，特に興味深い事は，結締織増生と好酸球の態度て

あるO 特に畑虫仔虫の肝内存在によって Eosinophilic

granulomaの形成される事が Perlingiero,Mercer(1950) 

等により報告されアレルギーの立場において一応説明

を試みているO 畑虫卵に関しても，虫卵が人体の異所叉

は組織内に何等かの理由により侵入し，生体に種々の病

変をもたらしたと云う報告は可成り多い。殊に著者が特

に実験的に観察した肝臓においては， Makai,Wilheln, 

Generisck, Vierordt, Schenthauer, Virchow, Fiielleborn, 

Motta，藤縄，桂田，長尾，内田，東原，勝田，近藤，

佐野，今村，加藤，藤浪，家田，平井，神保，三宅，福

士，安楽，黒岩，柿11奇，参木等の報告があるO その他，

騨臓，胆嚢，腹腔内或は大網膜における報告も可成り見

るO 之等，肝臓，騨臓への侵入機転に泉，石川，安藤，

坂口等の胆汁及び騨液響滞による機械的押込説即！；胆道

系説や，桂田，高安，三宅等による血行説或は叉，淋巴

行説等があるがいづれにしてもその際の虫卵の運命に関

しては，石川，三宅，室谷，泉，安楽，黒岩等の報告に

よると虫卵結節を形成し，好酸球の浸潤を伴い，後には

類上皮細胞の出現と結締織の増生即ち虫卵性肝硬変を見

ると報告している。しかし乍ら時に鯛虫卵が組織内て発
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育し仔虫包蔵卵を完成したと云う Makai(1952), Africa 

(1936）等の報告毛あるC との事について最近，柳井

(1959）が詳t_;く報告し批判を下しているO 免も角，畑

虫卵の場合においても仔虫の組織内通過時と同様，好酸

球の浸潤を伴う事は興味ある事であるO 好酸球の機能に

関しては未だ確固たる定説がないが，近年 Eosinophilie

と抗原抗俸反応との関連性が大藤等数多くの人達により

報告されており寄生虫症の場合における好酸球増多の発

現機序を僅か乍らも示唆するものではあるが，全てをそ

れによって解決し得るものでもない事は先人速によって

示されている事実てある。そとて持者は，その好酸球喚

起物質が姻虫卵内物質にも存在する可能性を検討して立

た。既に焼虫卵においてはその電子顕微鏡的観察におい

て稲隠（1957)，竹下（1958）等により卵殻外層に無数の

細管階造を有し卵殻内の症の呼吸，湿気の統制に関係し

弁界と交通していると報告しているが9 未だ畑虫受精卵

においては， Morita(1953），舟山（1957)，羽田野， Roger

(1956）の行った電子顕微鏡的観察て、は外界と交通し得

る細管構造は認めていなし、。更に進んで蚕動ずる仔虫を

有する仔虫包蔵卵ての電子顕微鏡的観察も未だ試みられ

ていない現状の様である。 ［かし乍ら胴虫卵に抗原性が

存在する事は， Canning.森下（1954），赤！崎(1958）等も

之を認めているO 事実叉，胴虫卵を抗原としての実験は

武田，赤11均等により試みられており特に赤111奇は類上皮細

胞発生には著者と同様，虫卵内物質を予：a~ し， その主体を

演ずるのは Phosphatidであると報告している。 そとて

畑虫仔虫包蔵卵より流出する抗原様物質によって生体に

惹1包される種々な変化を著者は抗原抗体反応の立場から

考察を加え，肝臓において畑虫卵内物質によるアレノレギ

ー性反応についての病理形態学的な研究を行ない興味あ

る所見を得る事が出来た。元来，肝臓のアレルギー性病

変についての研究は，馬杉 ・富塚（1948），佐藤，伊藤

(1937)，武田 (1952）等により各種抗原〈抗肝血清，馬

血清，牛i血清，卵白等〉を用いて実験を行い他の臓器の

アレルギー性病変と共に数多く報告しているが特に最近

において，岡村（1950），谷田 (1958）等が畑虫体牙回成

分を用いて肝臓における病理組織学的変化を報告してい

るが，そのいずれもが組織アレルギーの所見に一致する

と述べているO 醗って今回特に著者の意図した目的は畑

虫卵内抗原によって起ると考えられる抗原抗体反応の場

についての実験的病理形態学的な哀付けて、あるじ即：；従

来より実験的局所過敏現象には数多くのものがあり，代

表的なものはアノレサス型及びツベルクリン型反応てあ
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るO 就中，ツベルクリン型反応は古来より結核性アレル

ギーと して，余多の研究者達によって，病理形態学的に

も大いなる進展をとげて来た。近年，天野（1948）は抗

体産生理論からタ卜股形質細胞系に由来する機能的概括反

応として，血清親和性抗原抗体反応を提唱し，古く清野

の細網内皮系細胞系に由来するそれを組織親和性抗原抗

体反応として二系性免疫論を確立し，その反応形式を急

性血管障碍を主体とする全身並びに局所のショック反応

と，単球，組織球を主体とする血管障碍性の比較的少い

組織細胞障碍の反応として明示し．たO 最近3 急速なる血

液学的領域の進歩と共に，浜本〔1958）は此の天野の二

系性免疫論の基礎の上に立って，抗原抗体反応の起る場

を特に重視し，抗原の持つ性質と抗原の反応する場との

組合せを理論的並びに実験的更には人体剖検材料より

病理形態学的に詳細に研究し，血管及び間質結合織を反

応、の場として持つ抗原抗体反応をそれぞれ血管内性及び

血管タ卜性抗原抗体反応なる名称を冠し，その間の反応の

場と抗原のもつ性質とを組合せ，複雑なるアレルギー性

病変を見事に系統付けた。著者の行った実験並ドに病理

形態学的所見は此の立場に立って検討し研究した。叉，

j胴虫仔虫包蔵卵エキスによって免疫した家兎肝臓内に仔

虫包蔵卵を注入し，虫卵を中心とせる細胞反応を組織学

的に観察し，虫卵によって起るアレルギー性病変の病理

形態学的所見を明らかにすると共に本病変が浜本の云う

所の血管外性抗原抗体反応を主体とする形態像を示すこ

とを明らかにした。

実醸材料及び実験方法

I.実験材料

1）使用動物体てft2. 0乃至 2.5kgの赤色限成熟健

康雄性家兎27羽。

2) 使用釧虫卵

イ〉実験に使用した畑虫卵は大阪市立屠殺場において

採取した生鮮豚畑虫の子宮より可及的無商的に採取した

受精単細胞期卵を 0.5%の割にホルマリンを加えたもの

叉，蒸溜水の立を加えたシャーレに入れ，27°Cに予め

定温した牌卵器て約 1週間培養した。時々その培養状況

を調査しながら蒸溜水を加えたシャーレ内の大腸菌の繁

殖を防止する為，何度も蒸溜水を交換した。約 4週の後

或はそれ以上の日時て虫卵は仔虫を入れる仔虫包蔵卵と

なる様である。大体仔虫包蔵卵となった後 2～ 3週放置

し実験に使用する 2～ 8日前にペニシリン，叉は 0.5%

の割合にカノレポーノレを加えた。そして撹持した l滴をピ
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ベットにてスライドグラスの上に滴下し，その95%以上 的食塩水をそれぞれの個所に注射し，経時的に肉眼的観

が仔虫包蔵卵でしかも卵内て仔虫が議動するのを顕微鏡 察並びに血液像を調査し24時間後にその部の皮膚組織を

下て確認して後，実験に供した。 それぞれ採取し10%ホルマリン液にて固定を行い組織学

ロ〉生鮮豚rt！四虫の子宮より可及的無菌的に採取した受 的検索を行った。

精単細胞期卵。 叉，別に対照として無処置健康家兎に作製エキスの同

ハ〉前記の如く培養し得た仔虫包蔵卵を三角コルベン 畳皮内注射を行ったO

に蒸溜水と共に入れ，約 5時間煮沸，沸騰させたま〉放 ロ〉腸間膜静脈より肝臓内に注入する虫卵数の決定並

置し，時々その卵の状態を顕微鏡て観察して完全に仔虫 びにその拡散状態を調査する為に，予備注入試験を行つ

包蔵卵中の仔虫がその活動を停止し，しかも凝悶変性を た。即ち採取した単細胞期卵を細菌の混入をマイシリン

呈しているのを見届けて後冷却し，その完全死滅仔虫包 にて避け予め一定量の液中に 1万， 5万， 10万の 3種の

蔵卵を実験に供したO 虫卵数を含む液を準備し，家兎を手術固定台に固定し，

3）使用抗原 腹部の脱毛，消毒を厳ffi施行した後，型の如く完全滅菌

イ〉上記の如き方法にて培養して得た仔虫包蔵卵を遠 手術用具を以て，正中線切闘を加え腹壁皮府，筋肉，筋

心沈澱し何度も洗糠を行い，顕微鏡にて大腸菌の存在を 脱，腹膜の）｜固に切闘を加え上腸間膜静脈を露出させ前記

完全に否定し得る状態に迄，洗糠を綿密に行って後，虫 φ虫卵を含む液をそれぞれの家兎のその部の静脈内に

卵のみを集め予め定量を行った少量の生理的食塩水を加 1.20カテラン針装損注射器にて注入して後，閉腹した。

えその 1滴をピペットにて吸引し，スライドグラスに滴 ノウ上記の予備実験にて作製畑虫仔虫包蔵卵エキスの

下しカバーグラスを載せ顕微鏡にて虫卵数を概算する。 抗原性を確認したので次の如き木実験に着手したO

5滴牙を算定しその 1滴中の平均数を出し 1cc中の虫卵 a) 無処置健常家兎群に予備実験にて注入虫卵数は 5

数に換算した後それ等の生理的食塩水を加えた虫卵を予 万個が適当であると判断したので，その如く調製した単

め滅菌した乳針にて約3時間磨滅すO 時々その磨滅液を 細胞期卵含有液を開腹した家兎の門脈内に注入した。

顕微鏡て検査し乍ら完全に卵殻の破壌され卵内物質の流 b) 無処置健常家兎群に予め蜜動せる畑虫仔虫包蔵卵

出する迄磨滅を続けるO 完全に磨滅した後，更に乳鉢内 の5万伺を含む様に調整した液を開腹手術を施行して後

の液に一定量の生理的食塩水を加え， Homogenizerて 門脈内より注入O

約5牙間 3回，廻転させ均一化を図るC その均ー化した c) 無処置健常家兎群に前記の如く処置して得た完全

液をスピッッグラスに定量し乍ら分割注入し遠心沈澱す 死滅仔虫包蔵卵の一定数を門脈内に注入Lた。

るO そとてスピッッグラス最j底部の虫卵の残涯のみを捨 d) 所定の単細胞期卵エキスにて週 3同，計10回免疫

て上清全てを溜濁液として (1cc中約 5万個の仔虫包蔵 した後，10日目の家兎に，開腹手術を施行し，単細胞期

内物質を含有〉 0.5%の割合にカノレボールを加え氷室保 卵の一定数を門脈内に注入した。

存し用に臨んで使用した。猶，上記抗原は全て免疫開始 e) 単細胞期卵エキスにて免疫し，免疫後10日自の家

に先立ち新たに作製し 7日以内のものを用いた。 兎門脈内に一定数の議動せる仔虫包蔵卵を注入したO

ロ〉生鮮豚畑虫の子宮より採取した受精単細胞期卵を f) 所定の仔虫包蔵卵エキスにて週 3回，計10回免疫

上記の如く処置し， f園濁液として 0.5%の割合にカルポ した後，10円自の家活に，開腹手術を施行し，門脈内よ

ールを加え氷室保存し用に臨んで使用した。猶，木抗原 り単細胞期卵を注入した。

も同様全て免疫開始に先立ち新たに作製し 7日以内のも g) 仔虫包蔵卵エキスにて免疫した家兎門脈内に一定

のを用いた。 数の譲動せる仔虫包蔵卵を注入した。

J［.実験方法 猶，虫卵の門脈注入後24時間にて撲殺し，剖検を行い

イ〉予備実験として作製！｜回虫仔虫包蔵卵エキスの抗原 肉眼的観察を詳細に行った後，オルト固定及び10%ホノレ

性を確認する為に，アルサス反応を施行した。即：！？作製 マリン液固定を行い，型の如くパラフイン切片となし，へ

した畑虫卵エキスを生理的食温水にて 2倍に稀釈し 1匹 マトキシリン ・エオジン染色， P.A.S.染色，アずン ・

当り 2.0乃至 2.5ccをl回注射量と し週 3回計10回耳静 マロリー染色，ギムず染色，好銀線維染色を施して病理

脈より注射し最終免疫後10日目に予め腹部を脱毛した免 組織学的検索を試みた。叉，免疫終了後約10日自に心臓

疫家兎の腹部皮内にその作製エキス原液 0.2cc及び生理 穿刺により採取した抗豚削虫仔虫包蔵卵エキス免疫血清
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を以て，沈降反応， 交叉試験， i慮紙電気泳動法を行っ

たO

実験成績

予備実験成績（A)

1) 畑虫仔虫包蔵卵エキス免疫家兎における皮膚反応

a) 肉眼的観察

仔虫包蔵卵エキス免疫家兎の腹部皮内に施した胴虫仔

虫包蔵卵エキスによる効果注射後間もなくは現状のま〉

経過するが約1時間頃より軽度の浮腫（ 1.0× 1.0cm) 

を生じ，その後も引続き河i次増強するが 4時間頃より硬

結と軽度の充血が徐々に発現し始め約8時間頃反応、は最

高（ 1.5× 1.5cm）に達する。時に中心部に軽度の出血

を見るものがあるが一般に出L(Ilは少く ，従って出血壊死

も軽度て、あった。猶， 24時間後も皮膚反応は同程度のま

〉持続した。

b) 組織学的観察

効果注射後24時間ては主として真皮乳頭層並びに真皮

の深層殊に血管周囲それも静脈周囲に漏蔓性に偽酸球の

浸潤が認められ同時に同細胞の核崩壊せるものも多数見

られるが，此等反応周辺部殊に真皮深層に単球が繍蔓性

に浸潤しているのが認められる。叉同時に組織球と考え

られる単核細胞の浸潤や，小円形細胞並びに軽度の好酸

球の浸潤をも認める。静脈は著明に拡張し，壁の脆弱化

或は時に No.2の如く壁の破綻を来たし部分的な出血が

認められる所や叉，血行停止像を見る事もあるが一般に

壁の変化は少い。一方，動脈は一般に変化に乏しく殆ん

ど正常の構造を保っているO 叉P.A.S.染色ては血管

壁の軽度の線維素様膨化像を認めるO その他，躍原線維

の浮1重性膨化が見られ，筋屑に軽度の偽酸球の浸j閣を見

るO

c) 効果注射による経時的血液変動く特に血液塗抹標

本成績〉

効果注射前く即！：＞IE常状態と考えられる時間〉の血液

塗抹標本ての多核白血球，単球系と淋巴球系との比率は

大体2例共35:65前後て、あった。効果注射後経時的にi血

液塗抹標本を作製したが30分後より多核白血球，単球系

は増加し始め大体時間の経過と共に漸次増加し，4～6

時間後頃には最高となる様であるく比率79: 21）。その

後時間と共に減少し始め大体24時間後には効果注射前の

比率に戻るO 逆に淋巴球系については，効果注射後30牙

頃より減少を始め 2時間後にはや〉元に戻る傾向を示す

が 3時間後頃より再び漸次減少し始め大体 4～6時間頃

( 133) 
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に最低値を示し，その後は時閣の経過と共に正常値に戻

り始め24時間には元の35: 65の比率に返ったO との関係

を曲線を描けば反応後約2～ 3u寺聞において両線は交叉

し，4～ 6時間てその両線は最長の幅を持つ様であるO

そして24時間迄にもう一度交叉し，24時間後には元の位

置に戻るO

2）対照実験成績

之には姻虫仔虫包蔵卵エキス免疫家兎における皮府反

応を実施する際同時に別の部位に同量の生理的食塩水の

皮内注射を行ったものと無処置健常家兎に同量の仔虫包

蔵卵エキスの皮内注射を行ったものの 2群に牙け行い，

同部の肉眼的並びに組織学的観察を行った。即ち共に肉

眼的に注射部位の皮屑には何等特別なる変化を認め得な

かったが組織学的には生理的食塩水注射例はほとんど変

化なく軽微な小円形細胞浸潤のみて、あったが畑虫仔虫包

蔵卵エキス注射例においては真皮乳頭、層及び一部中層に

軽度或は中等度の澗蔓性偽酸球及び小円形細胞の浸潤が

認められたが静脈壁の破綻，出血及び単球の浸潤は認め

られなかったO

以上の予備実験から免疫家兎において馴虫仔虫包蔵卵

エキスによってアルサス反応が陽性に出現する事を確認

したので同エキスにより本実験を施行したO

予備実験成績（ B)

肝臓内に注入する胴虫卵数の決定と侵入虫卵の拡散状

況を観察するため， 1万， 5万， 10万の虫卵をそれぞれ

含有Lた一定量の液を門脈に注入した結果，注入虫卵数

1万個ては肉眼的には何等著変を認めず叉作製した任意

の切片中に虫卵を容易に認め1-1f.ず，連続切片にて辛じて

小葉問中に見出し得る状態であった。注入卵数 5万個で

は肉眼的には所々辛うUて白色点状物として認められる

物質が表面より認知され，比較的栓塞を起さない程度に

肝臓内殊に小葉間i別派時に類洞内に虫卵を見出し得るが

任意の切片中においてはや〉少数。注入卵数10万個ては

肉眼的に所々に白色の斑点が見られ時に表面より怪度隆

起せるものもあるが，任意の切片中において虫卵は中等

数。しかし乍ら未だ栓塞及び接死を起すに至る程多数て

はない。殊に門脈に注入した虫卵は一般に左右主葉，副

葉共に無選択的に漏費性に侵入する。適度に稀釈してい

るため肉眼的にも虫卵が集塊をなして連続性に侵入し栓

塞を起している部位の認め得なかったととを剖検後血管

追求を行って確認した。

以上の成績から 1万個てはや〉少数， 10万個てはや〉

多数であるので左右主副葉に漏蔓性に侵入し任意切片中
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にや〉平均した虫卵数を示す 5万個注入群が最も適当で

あると判断したので門脈注入虫卵数は全て 5万から10万

個を多量の生理的食塩水中に含有する様に調整して用い

た。

木実験成績

1. 無処置健常家兎門脈内単細胞期卵注入群

イ〉肝臓の肉眼的観察

肝臓の形態，大きさは常て赤褐色。硬度は常。左右主，

副葉に表面より極めて微細な白色斑点物質が所々認めら

れるO 時に被膜と共に黄白色にや〉隆起している部牙が

見られるとともあるが一般的に極めて稀である。割面て

は小葉像は好明，圧出血量も常。胆嚢及び胆道に若変を

認めない。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は一般に正常で時に軽度の脂肪変性を認めるの

みで肝細胞索の排列も整。細胞核も略その大きさは一定

て常である。中心静脈及び類洞内には軽度赤血球を入れ

るO 星細胞の腫大，増生は認められなし、。グリソン氏鞘

内の血管内，時に類洞内には明らかに卵殻内に大きな絞

を有する単細胞期卵が所々見られるが全く栓塞的になっ

ている所はなく軽度腔が関存し血球の通過が認められる

ものが大部分てあるO

その様な単細胞期卵を中心として中等度の偽酸球が見

られるが此は虫卵の卵殻上に密集して集積している所

や，卵殻には直接関係なく虫卵の周囲並びに血管周囲結

合織内に浸潤している部も兄られるO 同時に軽度の惟

球，組織球，リンパ球などの浸潤が認められるO 虫卵は

その殆んどが卵殻を明瞭に識別出来，卵殻の崩壊像はま

ず見当らないが多少凹凸を示した卵殻も稀ではあるが認

められることもあるO 虫卵を中心とせる細胞反応中殆ん

ど好酸球を見なし、。叉，その様な虫卵の存在するグリソ

ン氏鞘内の胆管ては軽度の増生した所も見られるO 虫卵

周囲には線維細胞の増殖は未だ認められないoP.A.S. 

染色においては肝細胞は正常の像を示し，ギムザ染色に

おてはその法出細胞の内の多核白血球は全て偽酸球であ

り，その他胞俸が円形て核が腎形乃至馬蹄形を呈した恐

らく単球と考えられる単核細胞及び組織球，リンパ球が

認められた。叉，血管壁の変化は全く認められなかっ

た。

2. 無処置健常家兎門脈内仔虫包蔵卵注入群

イ〉肝臓の肉眼的観察

大きさ，形態は略常。色は赤褐色。硬度常。左右主，

副業に辛うじて肉眼的に白色の斑点状として認められる

( 134) 
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物質が散在性に存在しているのが見られるO 害IJ面の小葉

像は好日月て圧出血量は常。胆嚢及び胆道に蒋変を認めな

し、。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は軽度の脂肪変性を認める以外一般に常。細胞

索の排列も比較的整であるO 肝細胞核もその大きさ一定

て常O 中心静脈及ひ．類洞内に中等量の赤血球を入れるO

星細胞は虫卵周囲のみ増生，1重大を認めるがそのほかの

部位ては腫大，増生を認めない。仔虫包蔵卵は矢張り小

葉間静脈及び時に類洞内毛細管中に認められるO 虫卵

はヘマトキシリン ・エオジン染色ては卵膜中の仔虫形

態を明瞭に識別出来，更に仔虫体表面の頼粒構造を明

確に観察されるO 時に卵膜中の仔虫、が極度に収縮状態

にありしかも仔虫体表面の頼粒状態も認められずあま

っさへ卵膜が仔虫と共に圧迫され凸凹不平となれる虫卵

も僅か乍らも認められるO との様な虫卵は恐らく門脈注

入前において死滅状態にあった仔虫包蔵卵か，さもなぐ

ば注入後において死滅したと考えられる虫卵であろう。

叉，極く稀てはあるが注入前に混在Lたと考えられる未

熟卵も認められるととがあるO P.A. S.染色ては卵中

の仔虫体タ卜表に相当してP.A.S.陽性に染色され仔虫

体表面¢顕粒構造を明確に観察し得るO 仔虫包蔵卵を中

心としての細胞反応は，虫卵の卵膜上或は周囲に中等度

の偽酸球の浸潤が見られその他軽度¢組織球，単球，リ

ンパ球の浸潤を兄，それ等の浸潤細胞に混在して相当数

の好酸球も見られた。ギムザ染色においては胞体内頼粒

状態の精査により好酸球の存在は可成り明瞭に認められ

た。即ち好酸球は仔虫卵の周辺部の偽酸球の浸潤に混在

して禰蔓性に存在しているものや，仔虫包蔵卵の卵膜に

ぴったり密芳してあたかも取り囲む様に集積している像

も見られ時に好酸頼粒を放出しているものも認められ

るO 勿論その他偽酸球，組織球，単球等も認められたO

アずン ・マロリー染色，好銀線維染色て共に未だ線維細

胞並びに好銀線維の増殖は認められなかった。特に興味

深い所見は前記の混在せる未熟卵並びに死滅していると

考えられる仔虫包蔵卵に対する細胞反応であろう。即1う

それらの虫卵周囲には中等度から軽度の偽酸球の浸潤及

び軽度の組織球，単球の浸潤のみで好酸球浸潤は認めら

れなかったO

3. 無処置健常家兎門脈内死滅仔虫包蔵卵注入群

イ〉肝臓の肉眼的観察

肝臓の形態，大きさ常て赤掲色。硬度は；情。左右主，

副葉に表面より極めて微細な白色点状物質が所ペ認めら
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れるO 害IJ面ては，著変を認めず，叉胆嚢，胆道にも特別

な変化は認められなし、。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は一般に正常て時に軽度の脂肪変性を認めるの

ふて肝細胞索の排列ち盤。細胞核も略その大きさは一定

て併であるO 中心静脈及び類洞内には中等度の赤血球を

入れるO 星細胞の瞳大，増生は認められない。グリソン

氏鞘内の静脈，時に類1問内に明かに卵脱中に仔虫を入れ

る虫卵を認めるととが出宋るO それらの卵は組織中にお

いても注入前と同様，明らかに卵内の仔虫変性を認め得

るO 即ち卵股中て仔虫（本表面の~頂粒が消失し変性状とな

れるもの凝固収縮しているもの，仔虫構造の不明瞭とな

れるもの等の変性仔虫卵が認められるO その様な死滅し

た仔虫卵の周囲には中等度の偽酸球の浸潤並びに軽度の

組織球，単球， リンパ球等の浸i聞か認められるが，好酸

球は認められない。偽酸球も比較的卵映に密着して存在

しているちのは少くしたがって卵殻の出壊像も見当らな

い。虫卵周囲には線維細胞の増生はないo P.A. S.染

色ては肝細胞は正常の像を示し，前記の変性仔虫卵の変

性状態が更に明かに観察された。叉，ギムザ染色におい

てはその法出細胞は偽酸球が主てそのほか，組織球，単

球などであったO 好酸球は認められない。

4. 単細胞期卵エキス免疫家兎門脈内単細抱期卵注入

群

イ〉肝臓の肉眼的観察

肝臓の大きさは常て赤褐色。硬度は常。左右主，副葉

の表面より極めて微細な白色点状物質が所々存在［ノてい

る。割面においてはほとんど点状物質は認め得ず，小葉

像分明。圧出1fn量は常O 胆嚢及び胆道は著変を認めな

し、。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は一般に腫大し，肝細胞索の排列は整。細胞核

は略その大きさは一定て、あるO 中心静脈及び類桐内には

軽度赤血球を入れている。星細胞は虫卵周囲においてや

斗重大，増生を示しているO そのほかの部位ては常てあ

る。グリソン氏鞘内の静脈内及び時に類洞内に単細胞期

卵並びに時に集族的に単球の出現するのが見られる。虫

卵はヘマトキシリン ・エオジン染色て明瞭に卵殻内に大

きな核が一個存在するのが認められるO 叉P.A.S.染

色ても同様の構造が観察されるO

その様な単細胞期卵を中心として血管内及び周囲結締

織内に中等度の偽酸球の浸潤を見るO 叉そのほか，結締

織内に軽度の単球，組織球を見る。偽酸球は虫卵の卵殻

( 135) 
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表面に集っている所や表面にはイ子在せず虫卵周囲に集っ

ている所もあるO 叉，核崩壊し駅粒が不規則に放散して

いるのがP.A.S.染色，ギムず染色て認められる。しか

し乍らギムず染色て精査したが好酸球は認められなし、。

虫卵を入れるグリソン氏鞘ては胆管は軽度の増生を示し

ているO 好銀線維染色，及びアザン ・マロリー染色にお

いて好銀線維及び線維細胞の増殖は未だ認められないo

P.A. S.染色て肝細胞は正常像を示し，ギムず染色て

は虫卵周辺の法出細胞は全て偽酸球であるcそのほか結

締織内に核が腎形乃至馬蹄形を示す恐らく単球と考えら

れる単核細胞が少数乍ら認められる。叉，時に類？同内に

集族的に単球を入れる所が認められた。叉，グリソン氏

鞘は一般に増生す。

5. 単細胞期卵エキス免疫家兎門脈内仔虫包蔵卵注入

群

イ〉肝臓の肉眼的観察

大きさ，形態ともに常て赤褐色C 硬度は常。左右主，

副葉に辛うじて表面より白色点状物質が認められるO 割

面は小葉像牙明て表面より見られた白色点状物質は認め

られない。圧出血量は常。胆嚢及び胆道に著変を認めな

し、。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は軽度の空胞変性を認めるほかは一般に腫脹。

肝細胞索の排列は比較的整。肝細胞核もその大きは略一

定しているO 中心静脈及r｝類洞内に軽度の赤血球を入れ

る。星細胞は虫卵周囲ては腫大，増生を示している。仔虫

包蔵卵は小葉閑静脈及び時に類洞内に認められるO それ

等の仔虫包蔵卵はへマトキシリン ・エオジン染色ても鮮

明に仔虫形態を識別出来，叉，仔虫の生死をその願粒状態

によって判別し得る状態に迄鮮明に染色され得るO 特に

P.A. S.染色て仔虫の体表及び卵膜がP.A.S.陽性に

即色され，叉，仔虫体表面の頼粒が認められるがなかに

は全然卵膜及び仔虫が極度に収縮し穎粒の全く消失せる

もの，卵膜の凸凹不平になり圧迫されたもの或は稀に混

在せる未熟卵も認められるO 特に仔虫包蔵卵を囲縫し，

叉その周辺の小業間結締織内に中等度の好酸球，偽酸球

の浸潤並びにI怪度の単球，組織球の浸潤を見た。此等の

偽酸球は時にその核の崩壊を来し不規則に核m査を放散

している像が認められるO ギムず染色にて法出細胞を精

査した所，胞｛本内願粒の状態から可成りの好酸球を見た。

即：；虫卵の周辺部の偽酸球の浸潤に混在したものや仔虫

包蔵卵殊に仔虫の頼粒状態のはっきりと鮮明に識別し得

たものの卵膜に密着してあたかもそれを取り囲む織に集
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fi1している像も見られ，時に好酸願粒を放出し線状に排

列した像も認められるO 叉，木実験 No.19, No. 20て

は前記群等に比し虫卵周辺部結締織内に単球が多い様て

あるO

時に小結節の形成も認められるO 虫卵の存在せるグリ

ソン氏鞘ては軽度胆管の増生が認められるO 叉，前記の

変形仔虫包蔵卵，変性仔虫卵並びに未熟卵周辺部におい

てはほとんど好酸球の集積を見ず叉，浸潤細胞も中等度

の偽酸球の浸潤並びに程度の単球，組織球の浸潤を見る

が之等ては単球の小結節形成は認められず比較的虫卵の

卵殻表面には偽酸球は少い。叉，アずン・マロリー染色，

好銀線維染色て未だ線維細胞並びに好銀線維の増殖は認

められない。小葉間結締織は増生を示しているO 猶，類

洞内に散在性に或は集族的に単球の出現を見る。

6. 仔虫包蔵卵エキス免疫家兎門脈内単細胞期卵注入

群

イ〉肝臓の肉眼的所見

大きさ，形態略常。均百の色は淡赤褐色O 硬度は常。

左右主，副葉に表面より白色点状物が散在性に存在して

いるのが辛うじて見られるO 害IJ面の小葉像牙明。圧出血

畳や〉貧。胆嚢及び！！日道には存変を認めない。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は軽度腫脹し， No.22ては一部潤濁嵯死状て時

に硝子様滴変性，空泡変性を見るC 肝細胞核も軽度腫大

を認めるO しかし乍ら肝細胞索の排列は比較的整。中心

静脈，類？同内はや〉貧血状て、，類？同腔はや〉狭小で腔内

に巨核球を入れる所もあるO 叉，星細胞は一般にや斗重

大，増生を示し，類、？同内に単核細胞が軽度増加している。

時には集銭的に類洞内に出現を見るとともあるO 叉，小

葉間血管並びに類洞内に認められる単机胞期卵は核が大

きくほとんど卵殻内を満しており卵殻は極めて強固で血

液中て崩壊し破壊されたる像もない。

P.A. S.染色て卵殻も明瞭て卵殻中の核もP.A.S. 

陽性に染まる。叉，虫卵を中心とせる細胞反応、は主に偽

酸球てその聞に単球， リンパ球，組織球が軽度卵殻の周

辺或は小葉間結締織内に見るO 偽酸球は虫卵の周囲には

浸潤を認めるが前記群の好酸球の如き態度はとらない。

即ち卵股に密着して，しかも仔虫に沿って存在したり，

時に好酸穎粒を放散し線状に排列するが如き態度はとら

ない。しかし乍ら偽酸球の核崩壊は可成り認められ，核

残泣が不規則？と放散されている像が見られる。ギムず染

色においてもそれらの細胞の状態が可成り明瞭に識別し

得るO 即！＞前記の偽酸球の態度のほか，核の腎形或は馬
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蹄形を示した恐らく単球と考えられる単核細胞が結締織

内或は類洞内にや〉増加しているO 勿論虫卵周囲に単球

の外側或は単球に混じて軽度の組織球が存在しているG

猶，ノト葉問結締織は増生を示しているC

7. 仔虫包蔵卵エキス免疫家兎門脈内仔虫包蔵卵注入

群

イ〉肝臓の肉眼的観察

大きさ，形態略情。硬度常。表面の色は赤褐色O 表面

より微細な白色点状物が辛うじて散見されるO 割面は赤

褐色，圧出血量賛。表面より観察し得た白色点状物は割

面においてはほとんど認め得ず。胆嚢及び胆道には著変

を認めず。

ロ〉組織学的観察

肝細胞は腫脹し諸所に胞体の非常に淡明化した肝細胞

や，胞体の好酸性が著明に増加した好酸性細胞更には肝

細胞壌死が所々に認められるO その様な肝細胞の核は著

明に腫大したり，kernwandhyperchromatoseの像の認め

られるもの等その核の性状も種々であるO 星細胞は一般

に腫脹，増生し，類洞は一般に貧血状て内腔は狭小て散在

性に或は集族性に単球が増加出現している。叉，時に巨

核球を入れる所も認められるO 仔虫卵は矢張り小葉間静

脈時に類洞内に認められるoP.A. S.染色で卵内仔虫の

体表頼粒状態及び仔虫形態が明らかに観察し得る。ヘマ

トキシリン・エオジン染色において仔虫包蔵卵周辺即ち

小葉間結合織に者明な単球を主とする結節の多数出現す

る¢が認められるO 此の場合任意切片上ての虫卵数は前

記群等と同数であるのに反し，単球結節は任意切片中に

仔虫包蔵卵を中心に或は虫卵を認め得ない状態て多数存

在し，仔虫包蔵卵を中心とせる場合は特に仔虫卵の周囲

単球に混在して或は仔虫卵の卵膜に沿って仔虫体の存在

に一致して中等度の好酸球の浸潤が認められるO 此の好

酸球は所によってその好酸性顎粒を放出しそれがや〉線

状に排列を示している部が認められるO 之等は P.AS. 

染色において可成り明瞭に認められるO 結節構成細胞は

仔虫卵に近く単球の苦明な浸潤ととれに混在して或はや

〉外側に隆度の組織球，そのほかとれに混己て仔虫卵に

近く好酸球及び程度の偽酸球の浸潤を見る。叉，之等は

ギムザ染色標木においてもその様な細胞により結節構成

をなしているO 即ち仔虫卵周辺の好酸球と偽酸球浸潤に

ついて精査を施行しその穎粒扶態の全く異ることを確認

した。叉，同時に単球についての精査も同様慎重を期し

たO 即ち小葉間結締織中の単核細胞は類洞内に散在性或

は集族性に出現している血液単球と全く同様な1汚臓形或
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感作時，非感作時の肝臓の組織学的所見第 1表

結締織病変

浮膨掠胞
腫化維増
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出入虫卵を中心とせる組織学的所見第 2表

結締織病変
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増
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血管系病変

内時皮の 浮膨好浸
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土
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件

± 
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24 

非免疫
未熟卵注入

非免疫
完全死滅仔虫卵注入群

非免疫
仔虫卵注入群

未熟卵エキス免疫
未熟卵注入群

未熟卵エキス免疫
仔虫卵注入群

仔虫卵エキス免疫
未熟卵注入群

仔虫卵エキス免疫
仔虫卵注入群

群

＋＋ 

姻虫仔虫包蔵卵エキスの抗原性を確認する為，畑虫仔

虫包蔵卵エキスを頻回静脈内に注入感作した家兎に同エ

キスて皮膚反応、を施行した予備実験ては肉眼的に強い浮

腫，硬結，充血，時に中心に出血を伴う特異的な皮脂反

応が発現した。即ち効果注射後1時間頃から浮腫を生じ

4時間後頃より硬結，充血が出現しその後漸次増強して

お時間後頃には略反応は最高となるO 此の頃には中心に

出血を見ることもあるO そしてその後 24時間てはその

ま〉反応は持続する。叉，組織学的には効果注射後 24

時間ては主として真皮乳頭層並びに真皮下層に瀬蔓性乃

至周管性の中等度の多核白血球の浸潤があり之等反応、周

辺部殊に真皮深層に単球が漏蔓性に浸潤し，少数の小円

形細胞及び組織球を混在しているO 時に静脈ては腔の

拡張，壁の脆弱化，一部壁の破碇と出血，叉，血行停止

像及び血栓形成等の変化を認める事がある。腹原線維は

＋ 件

総括及び考按

土＋ 

は馬蹄形の核を有した細胞であることから単球と確認し

たO 叉，虫卵周囲には未だ好銀線維染色，アずン ・マロ

リー染色において好銀線維並びに線維細胞の増殖は認め

られなし＼0 切片上の仔虫卵てもP.A.S.染色，更にへマ

トキシリン ・エオジン染色て卵膜の圧迫され変形したも

の，仔虫の極度に収縮した状態にあってほとんど仔虫形

態を認め得ないもの，仔虫体表の頼粒状態の不鮮明な変

性仔虫卵或は同時にたまたま混入していた仔虫包蔵卵以

前の卵即ち捌糾期卵，桑実期卵，単細胞期卵の周囲ては

その細胞反応は異っており虫卵の周囲には単球集団を認

め得ず単に中等度の偽酸球の浸潤がありそのほか軽度の

単球，組織球の浸潤があるのみでギムザ染色ての精査に

より好酸球の浸潤は認め得なかった。即jうその頼粒は少

くしかも粒子が小さい所謂偽酸球のみであり，その核崩

壊をして不規則に核残涯を放散している像が認められ

た。猶．叉，グリソン氏鞘内の結締織は一般に増生を示

してし、るO

＋＋＋ ＋＋ ＋ 24 
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浮1重性膨化を示す。動脈は，一般に常でほとんど変化を

見ないことが多い。之等の所見は赤松 (1959）が畑虫体

腔液成分によるアレルギーの実験病理学的研究，就中，

皮膚反応の態度についての報告て、可成り詳細に報告して

いる所見と全く一致するものであるO 即ち赤松は従来

Campbell，森下，小林，池田， Schmidt，山木， 中島，

細谷らの行った姻虫体腔液各分画成牙の抗原性について

の実験を坦に病理学的立場から詳細な組織学的研究を行

い，浜本（1958）の提唱せる抗原抗体反応の起る場を重

視して鯛虫アレルギーの病態機構に対する病理学的解明

と裏付けを行い， ~!!iii 虫体腔液多糖類成分による反応はア
ノレサス型組織反応、を示し，雌l虫体腔液蛋白成牙はツベル

クリン型組織反応、を示し，胴虫体腔液は両者の混合型と

思われる組織反応、を呈すると述べているO 著者の畑虫仔

虫包蔵卵エキスによる皮唐反応ては此の体腔液成牙によ

る組織反応に全く一致する如き組織像をとるものであ

るC 姻虫卵自身の抗原性についても以前より森下（1954)

Canning，武田 (1954），赤l崎（1958），清水 (1958）らに

よって報告されている。就中，森下（1954）は畑虫卵感

染海狽を使用して，その各成熟段階期にある虫卵を用い

て皮膚反応を施行し，単細胞期卵，桑実期卵ては陰性て

！倖fM期卵頃より皮眉反応陽性に出現するととを報告して

いるO 叉， Canningは豚胴虫俸の各部組織を抗原とし

て免疫レた家兎免疫血清をもって沈降反応を行い最も著

明に陽性を示すのは卵て次いで筋肉，精子，及び腸であ

ると述べ卵の抗原性の高いことを報りているO その後更

に，武問 (1954），赤l崎らは蜘虫俸及び未熟卵免疫家兎に

未熟卵（恐らく単細胞期卵〉を用いてその類上皮細胞発

生に握ム合せて虫卵の抗原性を確認しているO 即：；赤11時

(1958）は畑虫卵〈未熟卵〉をもって感作した免疫家兎

の背部及び無感作家兎の背部にそれぞれ畑虫含有液を皮

内に投与した所，無感作家兎ては該部に点状の発赤を見

るに過ぎないが感作家兎にては 24時聞から 48時間後に

該部は約 1.5～ 2.0cmの著しい発赤，浮腫を来し局所

アレルギ一陽性の像を認め得たと報告しているO 只，著

者の行った本実験について単細胞期卵エキスで以て頻回

静脈内に注入し免疫した家兎肝臓における組織学的観察

においては，仔虫包蔵卵エキスを頻回静脈内に注入し免

疫した家兎肝臓の組織学的所見に比してその変化は軽度

て、あった。即：；仔虫包蔵卵エキス免疫家兎においては肝

細胞壊死，好酸性細胞及び封入体を認め得る細胞の出現，

星細胞の肥大，増生，類？同内の単球の調蔓性或は集銭的

な増生，巨核球の出現，グリソン氏崎結締織の浮腫性膨化
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などの変化が耳成り強度に認められるが単細胞期卵エキ

ス免疫家兎におい ζはそれらの変化は同様てはあるが極

めて軽微であった。勿論，之等単細胞期卵免疫において

もアレルギー性病変をもたらすものであることを武田，

赤崎らにより報告されているが最も免疫効果の強ノりなと

とから仔虫包蔵卵エキスを使用して免疫を行うのが妥当

であろうと考え著者は同エキスを使用Lた。よもj回虫卵

エキスはその卵殻の構成物質〈蛋白膜及ri'.'.'.'.lる糖体層など〉

からしても叉作製方法からしでも全抗原即：；蛋白質成

分， 多糖類成牙並びにそのほかの脂質成分など全ての牙

画成牙を含有しているものと考えられるO 次に仔虫卵エ

キス免疫家兎に同エキスの効果注射しその皮膚反応を詳

細に観察すると同時に行った血液塗抹標木における経時

的変動についても赤松が報告している如き態度をとって

いるO 即：！？30牙頃より多岐白血球，単球などは増加し始

め 4～6時間て、淋巴球系との比率は巨併状態時と全く逆

になり最高の比率となり，その後時間の経過と共に漸次

減少して24時間後には全く正常状態に戻るO 之等の従来

よりの各研究者の虫卵に関する抗原性の研究並びに著者

の特に作製し使用した仔虫包蔵卵エキスによる免疫効果

の強力なとと及び同エキスによる皮膚反応の肉眼的並び

に組織学的観察，血液変動などの所見から赤松の先に報

告した畑虫体腔液と同様に胴虫仔虫包蔵卵エキスにおい

ても抗原性が強力に存在するととを確認した。叉，虫卵

の肝内注入数の決定並びに拡散状態を調査する目的て行

った第2予備実験ては任意切片中¢肝組織内殊に小葉間

静脈並びに時に類洞内に平均して認められる注入虫卵が

栓塞並びにそれに伴う壊死を起すととがない点などから

5万個注入が適切であろうと判断した。勿論畑虫卵とい

えど毛家兎肝臓にとっては異物てある点から自然に逆っ

て注入するととは危険てもあり機械的障碍を起す恐れな

しとしない。当然多数の虫卵しかも濃厚なる虫卵含有液

を肝内に注入することは栓塞，壊死を起す危険を含む故

虫卵散の決定には充号注意を払った。そζて、若苫は一定

数の虫卵を多量の生理的食塩水に含有させ極めて稀釈度

の高い含有液を作製して後，上腸間膜静脈より 1.2カテ

ラン針装損注射器にて緩慢に長時間を費して注入した。

衆知の如く家兎肝臓は形態学的に左右共主葉それに附随

せる副葉を持ち合せて大体4葉から成り立っているO と

のことが虫卵を比較的多量肝内に注入せLめうる要因を

なしているものと忠われる。更に従来より云われている

門脈血の肝内流入分布が虫卵の如き大なる粒子において

は流入方則を遵法せず大体左右の主葉，副葉に比較的繍
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蔓性に侵入するのが予備実験よりうかがわれたO 特に栓

塞，壊死には細心の注意を払い剖検後特に血管追求を行

いその如き所見が認められないととを確認したc

肝内に虫卵を注入せしめた理山は従来よりしばしば報

告されている如く，雌畑虫の総愉肌管迷入例，泉，石

川，安藤，坂口らの胆汁及び勝液管滞による虫卵の機械

的押込説や，桂田，高安，三宅らの血行説，或は淋巴行

説など不動性の畑虫卵ても何等かの機転により体内移行

すると考えられるが，比較的肝臓内には偶然的に虫卵が

迷入するととが稀てなく現在迄比較的多くの人々により

報告されている。それ故に著者は全然虫卵の迷入されざ

る諸臓器に注入するととはむしろ不自然であり往々迷入

する肝臓に注入するととの方が現在迄の多数の報告例と

の対照において非常に有利であると考えたので木方法を

採用した。次に本実験ての肝臓の肉眼的所見について

は，全実験群（対照群を含む〉を通じて何れも形態，大

きさ，硬度はそれぞれ常て表面よりの色は赤褐色て肉眼

て辛うじて白色微細点状物質が散在性に被膜を通して認

められるに過ぎない。との物質は恐らく畑虫卵てあらろ

と思われるが之が極く稀に被膜と共に白色の点状結節と

して隆起して認められるO 之等は前述の白色微細点状物

質として認められる場合には極めて注意深く観察して辛

うりて認められると云った物質であり之が連続性に見ら

れることはまず無く，ほんどが散在性に全葉に見られる

もので之が為，肝臓表面の色が壊死状を呈している様な

部牙はなし、。勿論感染の疑いのある例はなかったO 此は

注入前処置として培養液並びに注入虫卵含有生理食塩水

を厳密に滅菌したり，可及的無菌的操作による手術によ

って避け得たものであろうと推察される。叉，割面にお

いては表面より辛うじて観察され得た白色或は微細泡状

の物質はほとんどと云ってよい程認め得ることは出来な

かったO 此の事実は多少共虫卵が栓塞的になってはいな

いと云う証拠となり得る様である。勿論，組織学的に

も虫卵を入れる血管腔が僅か乍らも血液成牙を流通せし

め得ている像を呈しているととからも証明し得るもので

あるO 只稀5とではあるが一部虫卵注入家兎肝臓において

表面より被膜と共に白色点状物質が隆起している部分が

限局的に認められたことがあったのでその白色点状物内

容をスライドグラスの上に載せ顕微鏡下て観察した所，

虫卵が多数存在するのを認めた例もあるO この場合にお

いてもその部の組織片の組織学的観察において比較的大

きな血管内に存在せる多数の虫卵て、注入時或は注入後に

何等かの理由（恐らくは注射速度の急なるとと或は注入

( 139) 
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虫卵の肝内同一牙1'11J戒に集中 したもの〉により比較的均

等に散布されずにその血管内に虫卵が集中したと考えら

れるものであるO しかしとの場合も血管内の虫卵と腔と

に間際があり矢張り血液成牙の流通しているのが認めら

れ，その附近の組織中の組織学的観察を行ったが，肝細

胞壊死などの変化は認められなかったO 猶，仔虫包蔵卵

エキス免疫家兎群てはや〉表面の色が淡赤褐色て前記群

に比し，貧血状時に斑紋状を呈している部が認められ

た。之等はその組織学的観察においても肝細胞壊死，好

酸性細胞及び淡明化細胞の出現等の所見と一致した。

即：！？之等の変化は後に詳細に述べる如く虫卵エキスて

免疫を行った結果としての組織態度てあろうと対照像

から推察された。次に組織学的観察について，無処置家

兎門脈内単細胞期卵注入群，無処置家兎門脈内死滅仔虫

包蔵卵注入群ては大体略同様の組織態度をとる様であ

る。即ち，肝細胞及び細胞核は常。星細胞も多少虫卵周

囲の星細胞がや〉増生を示していたほかは常て、あるO 組

織内虫卵はそれぞれ注入した卵〈単細胞期卵，死滅仔虫

卵〉の形態をとっていたととは当然であるがそのほか虫

卵を中心として中等度の偽酸球の浸潤が血管内及び小葉

結合織内に見られたほかに軽度の単球，組織球が同様結

合織中に認められた。之等偽酸球は卵殻の表面に集って

いる所や，虫卵周囲に浸潤している所ーもあるO 叉，核崩

壊を来し頼粒が不純則に放散している¢がギムザ染色て

認められるO 殊に死滅仔虫卵ては組織内に認められる虫

卵は注入時と同様卵膜及び卵内の仔虫構造は完全に変性

を来しているのが明瞭に認められたO 以上の所見から本

実験群はノルメルギー性法出炎〔異物性炎〉以外には何

等の意義をも含んでいない様に考えられるO 即：！？皮下結

合織における炎症性細胞の研究は Maximow，清野によ

る Carmin,Trypanblueによる生体染色をへて Sabin,

天野，平田らによって考案された皮下結合繊伸展，Neut-

ral red, Janus greenを以てする超生体染色法並びに奥

田，菩提寺，土田らの位相差顕微鏡法を利用して新保

(1955），武田 (1955),?{(;1崎 (1958）らの人々により種々

なる物質 L例えば蛋白質，脂質，アルカリ，酸，細菌，

Virus，毒素，畑虫卵，円木住血吸虫など〉を用いて細胞

学的並びに組織酵素化学的にノルメルギー性法出炎並び

にアレルギー性法出炎における細胞反応が研究されて来

たO 之等によると物質の種類の如何に拘らず細胞反応は

一定の基本形式に従うものであるとしているO 即ち先ず

白血球，次いで単球と交代し後期ては形質細胞〈血管周

囲〉，リンパ球，組織球及び結合繊細胞の増殖である。如
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何なる場合てもとの反応形式を逸脱するもの、どないがあ

る種の物質ては多少それぞれの細胞の出現速度ち早く且

つ量的に多い事があると述べているO 特？と仲村，赤崎は

畑虫卵をそれぞれ肝臓内及び背部皮内に注入してその反

応を見ているが矢張り異物結節以外には何等の意義を有

しないとしているO 殊に赤崎は馴虫未熟卵を皮下結合織

内に注入しその後，該部組織を摘出し， Neotetrazoli um 

反応， CytochromeOxidase反応を施し虫＠1虫卵を中心と

せる炎症性細胞反応を経時的に詳細に研究し報告して

いるO 之によっても24時間後では白血球の法出が頂点を

なしそのほかに軽度の単球，組織球を見ると報告してい

る。著者の行った前述の実験群にでも同様の組織学的所

見を呈した。之等の結果より推察するに未熟卵は兎も角

として死滅仔虫卵てもとの様な異物反応のみを出現した

と云うことは仔虫卵ても完全凝固変性を示し完全死卵と

なると単なる異物と［ての組織京JjJ践のみしか与えないて、

あろうと考えられるO 次に単細胞期卵エキス免疫家兎門

脈内単細胞期卵注入群と仔虫包蔵卵エキス免疫家兎門脈

内単細胞期卵注入群は共に虫卵を中Jむとせる反応、に全く

類似が求められるO 即：！），虫卵周囲或は小葉間結合織内

に中等度の偽酸球と結合織内に単球の小結節並びに軽度

の組織球， リンパ球の浸潤が見られたO 只此等二群の組

織学的観察において前記の群等と異なる所見は虫卵周囲

結合織内の単球の小結節の出現であろう。之等は無処置

家兎と免疫家宅との組織形態学的な差であろう。特に無

処置家兎群及び免疫家兎群の肝臓を比較すると無処置家

兎j干ては何等の病的変化を認めないが免疫家兎肝て、は肝

細喧壊死，好酸性細胞並びに淡明化細胞の出現，細胞核

の1重大，星細胞の肥大，増生，類？間内に単球の澗蔓性或

は集銭的な増生，小葉間結合織の浮腫状膨化か認められ

たO 然し乍ら之等免疫家兎群においても単細胞期卵エキ

ス免疫群と仔虫包蔵卵エキス免疫家兎群とではや〉その

免疫態度が異なる様である。即ち単細胞期卵エキス免疫

家兎群てはや〉前述の組織学的変化が！j！至度て、あるO 止じの

ととは森下の畑虫卵の抗，原性に関する研究についての報

告と大体一致する様てあるO 即：！？森下は姻虫感染海狽に

おける各種成熟段階の虫卵抗原を以てする皮府反応にお

いて仔虫卵及び蛸！叫期卵抗原が腸性を示す原因として

Protein fraction 自身の性質の変化か或は卵の中の幼虫

体細胞の分裂分割による増数の主的変化によるかである

と考えている様てあるO 確かに著者の行った実験におい

ても前述の比があるのでその様な原因も考えられるので

あるが，もう一つ森下の云う以外に若者の実験成績での

〔寄生虫学雑誌 ・第 8巻 ・第 6号

窓動せる仔虫包蔵卵のみに惹起される細胞反応、から考え

て卵中に存在すると考えられる液成牙の量的変化も重要

な要因であろうと考えるO それ故に単細胞期卵抗原と仔

虫包蔵卵抗原の抗原性の強弱と云う点から考えて免疫家

兎肝において斯くの如き組織学的な差異のある態度をと

ったものであろう。叉，従来，武田等は畑虫体て免疫し虫

卵を注入しその虫卵結節並びに類上皮細胞促進に関する

研究を行い感作家兎において類上皮細胞の出現の促進さ

れるととを報告しているが著者はその特異的な反応を観

察する目的を以て姻虫体てなく特に畑虫卵エキスを作製

使用し，その感作家兎に各期虫卵を注入し特異的な組織

形態像を詳細に観察した。次に無処置家兎門脈内仔虫包

蔵卵注入群，単細胞期卵エキス免疫家兎門脈内仔虫包蔵

卵注入群並びに仔虫包蔵卵エキス免疫家兎門脈内仔虫包

蔵卵注入群はいづれも仔虫卵を中心として多少前記群と

異なれる細胞反応、を呈した。勿論，無処置家兎と免疫家兎

の肝においては免疫現象の差としての組織反応を呈する

ととは当然であるが免疫そのものによる変化を除いて考

ヌた変化は虫卵周辺の細胞反応てあろう。即ち主に虫卵

を中心として見た組織態度を観察すると仔虫卵周囲に好

酸球の浸潤せるととであろう。此等の好酸球は恐らく卵

内仔虫の頼粒状態の明瞭なζ と及び卵膜の確固なること

並びに注入間前迄謹動をなしていたこと等より恐らく生

卵と考えられる仔虫卵の周辺に浸潤した偽酸球或は単球

に混ひて繍蔓性に結合織内に浸潤したり或はその好酸，顎

粒を放出し線状に排列した如き像を呈す所や時に仔虫卵

の卵肢に密着し，集和している部も認められるO 此等の

像は大体此の 8群に限局して認められることは注目され

るO 更にギムず染色を施して精査を行ったが同一所・見を

得た。即ち之等好酸球は明らかに偽酸球頼粒と異なり好

酸頼粒は大て，しかも密であるO 特に之等の場合組織中

に見出される恐らく死卵と考えられる仔虫卵を中心とし

た細胞反応は全く異物反応のみしか呈しないととはその

生仔虫卵の細胞反応に比して興味あることである。即ち

虫卵内仔虫の頼粒の消失し仔虫形態のや〉不明瞭となれ

るものや卵脱の変形した仔虫卵及び卵膜及び仔虫が共に

舟迫され変形し仔虫卵の形態のや〉不明瞭のもの更には

稀に混在する未熟卵の周辺ては中等度の偽酸球の浸潤，

軽度の単球，組織球の浸潤のみで全く好酸球の浸潤のな

いことが注目されたO 此はギムザ染色標本にても確認し

得た。以上の事実から考えて恐らく変形死滅仔虫卵及び

未熟卵にては単なる異物反応のみしか呈さないにも拘ら

ず仔虫包蔵卵の周辺には好酸球の出現を認めるととから

( 140) 
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之等の反応態度の相違は著者は本間 (1918）の予思した

如く仔虫包蔵卵中の好酸球喚起物質を予似しとの物質の

量的変化にありとしたO 之等の好酸球喚起物質の存在は

白Ii記群の死滅仔虫卵及び未熟卵周辺の細胞反応と仔虫包

蔵卵周辺の細胞反応の比よりも推察され得るO そして之

等液成牙による反応態度を観察するために前述の如き多

数の対照実験を行ったもので、あるC 単細胞期卵エキス免

疫家兎においても出現を見たが，特に仔虫包蔵卵エキス

免疫家兎において仔虫包蔵卵周辺に出現せる単球結節

も，ほかの実験群に比し顕著に認められた。

即ち之等エキス免疫家兎仔虫卵注入肝において仔虫卵

を中心として小葉間結合織内に核の腎形乃至馬蹄形を呈

せる恐らく血液単球と考えられる単核細胞が多量出現し

仔虫卵の周辺に結節を形成し結合織の浮腫性膨化するの

を認めた。勿論之等の単球に混りて好酸球，軽度の偽酸

球，組織球の浸潤する¢が認められたO

之等仔虫卵周辺の単球結節は仔虫包蔵卵エキス免疫家

兎門脈内仔虫包蔵卵注入群に最も若明て同一時間℃結節

が多量に出現しており，その次に単細胞期卵エキス免疫

家兎門脈内仔虫包蔵卵注入群にや〉多量認められたO 之

等結合織中の単核細胞はギムザ染色標本において類洞内

に多数出現せる血液単球と同様性絡を有する細胞である

ととより単球と考えられた。そのほかの群においては各

エキス免疫家兎門脈内に単細胞期卵を注入した時にも軽

度認｛／＿ 0れたが前記群と比較すべくもない。之等の点宅

前記好蹴球の態度と考え合せ議動せる仔虫卵膜中の液状

物質の存在による組織態度であろうと考えられるO その

ほか抗畑虫卵免疫家屯血清を以て沈降反応，交叉反応，

泌紙電気泳動法を行った。即ち沈降反応，交叉反応，補

体結合反応共に陽性を示し，鴻紙電気泳動法によって

β－globulinの増量を認めた。 fll訓虫卵エキスによる組織の

免疫態度と共に此等の所見によっても胴虫仔虫卵エキス

の抗原性を確認し得た。以上を総括すると(1）無処置家

兎門脈内単細胞期卵注入群及び無処置家兎門脈内完全死

滅仔虫包蔵卵注入群においては虫卵は中等度偽酸球浸潤

並びに軽度の単球，組織球の浸潤を呈する異物性反応、を

惹起するに過ぎない。 く2）単細胞期卵エキス免疫家兎

門脈内単細胞期卵注入群及び仔虫包蔵卵エキス免疫家兎

門脈内単細胞期卵注入群においては虫卵は偽酸球浸潤並

びに軽度の単球，組織球の浸潤を伴う異物性反応と軽度

の小葉間結合織の卵の周辺に単球結節出現を惹起するO

( 3）無処置家兎門脈内仔虫包蔵卵注入群，単細胞期卵

エキス免疫家兎門脈内仔虫包蔵卵注入群並びに仔虫包蔵
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卵エキス免疫家兎門脈内仔虫包蔵卵注入群においては仔

虫卵周囲に好酸球の浸潤が共通して認められたほか，後

二者においてはとのほか小葉間結合織中に単球結節の出

現を認めた。 ( 4)之等仔虫卵注入群においても死滅し

たと考えられる仔虫卵並びに稀に混在せる未熟卵ては偽

椴球の浸潤を主とせる異物反応のみしか呈しないことを

確認したO (5）単細胞期卵エキス並びに仔虫包蔵卵エ

キス免疫家兎の肝臓においてその免疫態度に多少の相違

があったO 即1ぅ仔虫包蔵卵エキス免疫家兎肝において特

に肝細胞壊死，好酸性細胞並びに淡明化細胞の出現，細

胞核の腫大，星細胞の肥大，増生，類洞内単球の漏蔓性

並びに集族的増生，類洞内巨核球出現，小葉間結合織の

浮腫性膨化並びに単球増生が単細胞期卵エキス免疫家兎

におけるよりも強度であり免疫効果が強力であるととを

認めた。 ( 6）抗畑虫卵免疫家兎血清を以て行った沈降

反応，交叉反応、は共に陽性を示し同時に行った鴻紙電気

泳動法により β－globulinの増量を認めたc 以上の総括

からおし進めて諸家の成績並びに組織アレルギー性変化

の一般的な見解と刻比し乍ら考按することとする。先ず

畑虫卵の抗原性に関しては前述した如く森下， Canning.

赤11時，武田らにより確認されており著者の抗原作製並バ

に実験成績より仔虫包蔵卵エキスがより強力な免疫効果

を呈するととを示した。との事実から著者は特に仔虫

包蔵卵内中の液状物質く抗原様物質〉の存在を予江！し，

特に対照実験を多数例行ない同物質の存在する可能性を

確認した。即ち仔虫卵周辺の好酸球浸潤並びに単球結節

出現であるO 元々 ，＆Uill虫によるアレノレギー性反応が存在

するととは明らかであるがアレルギーを担させる抗原性

を有する物質として多糖類舟町にありとするもの，叉蛋

同質分画にありとするもの更にリポイド好国を主要視す

るものなどがあるが赤松 (1959）は体腔液並びに蛋白質

成分は遅延型を呈し多糖類成分による反応はアノレサス型

反応を呈すると報告しているO

之等の結果から見ても寄生虫抗原即！＞体腔液や虫卵な

どの抗原による反応は蛋白牙画による組織反応を以て代

表していると考えられるO 之は遅延型反応、即ちツベノレク

リン型組織反応てあろう。之は血管障碍がアルサス型と

比較し軽度て炎症域に浸潤する細胞は好中球が比較的少

く単球を主体とせる組織反応を呈するもので之はPirque

が1907年ツベルクリンに関し画期的業蹟を発表して以来

古くより研究され特に Buchner,(1956），武藤 (1955).

武田 (1955）らにより研究がほとんど完成の域に迄達し

ている現状である。著者の行った実験ての胴虫卵抗原に

( 141) 



984 

よるアレルギー性組織変化即：！：＞単球結節の出現を主体と

し血管壁の変化の少いことなどはツベルクリン型組織反

応としての特徴を表わし、ているO 元来，武田は結核に関

する詳細なる研究において類上皮細胞の発生にからみ合

せて胴虫卵を利用して色々の実験を行っている様てあ

るO 即：！：＞武田門，下の仲村 ・去lfl・御閤生らは姻虫体及び

姻虫卵て家厄を感作して後，削虫卵を与えると類上皮細

胞化の促進を来すと述・Z，とのさい正常家兎に馴虫卵を

与えても異物結節を作るのみて、類上皮細胞が出現しない

としているO 只単に肝臓に畑虫卵が迷入した例は比較的

多く之が原因に血管行説，淋巴行説，間道説などがあ

るG しかし乍ら此等の症例においては組織学的検索を行

った所ては大体大同小異てある。大俸肝臓に虫卵性結節

を形成するのは第ーに門脈系統にほ虫の寄生する円本l及

血吸虫，第二に胆管内に棲息する箆形二口虫などでその

ほかのものにはほとんど認められず僅かに畑虫卵におい

て発見されるのみであるがそのいづれもが大略虫卵性結

節ひいては虫卵性肝硬度を形成するものの如くて、あるO

蜘虫卵においても同様で虫卵周辺の結締織の増生ときに

出血，叉リンパ球のみよりなる結節て中心部に類上皮細

胞叉は若い結締織細胞よりなり之をリンパ球て、囲み中に

好酸球を認めi日いもので、はラングハンス氏巨細胞を認む

ものがあるO 黒岩（1952),Makai (1922), Mercer(1950). 

佐藤 (1955），参木・三宅（1924），安楽（1934）らの症例な

どから見ても大体同様の形態像をとっているO 之等結節

は中山の日本住血吸虫卵の組織内実験的投与においても

同様虫卵結節を形成しとの結節は三層よりなるO 即：！：＞内

層に虫卵，類上皮細胞があり中層に幼若な結締織細胞及

び小円形細胞，外層には結締織細胞が渦状に取巻いてい

るとし，叉，清野も日本住血吸虫卵を門脈より注入する

と肝て虫卵結節を形成し類上皮細胞，就中組織球性細胞

の増殖が強いと述べているO 叉， l胴虫仔虫による肝内結

節についての実験的研究並びに症例も多い様である。即

:!:> Biester (1937)，西尾，育旧， Stewart(1918），小県

( 1923），横川〔1923），平田（1935），橋本 (1954），宮

JI! (1952）らの報告があるが之等もその肝組織における

形態像は大同小異てある。例えば Hoppli, Cozinder, 

Hand wen，横）I lらは局所に好酸球の増加を認め，Ranson

& Foster (1919～1920）は毛細管出血次に鴻出性出血を

来し後には其の部に肝細胞の壊死を来たすと云い，平田

(1935）は未免疫犬，免疫犬に胴虫成熟卵を与え肝の病

理組織学的所見を検じ未免疫犬は免疫犬に比し其の病変

高度なると同時に好中球，好酸球，組織球を見，免疫犬

( 142) 
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て4日目に結締織の増生を来すとしているO 橋本は畑虫

体腔液を以て感作した白胤に豚畑虫を感染せしめたさい

の各臓器の組織反応について見ているが肝において肝細

胞変性，肉別重形成，グリソン氏鞘の好酸球浸潤が感作

例に強く見られたと述べ宮川は人畑虫体成分を以て経口

的に海猿を感作し之に人畑虫卵を感染せしめた後，肝の

組織学的検索を行い肝の小葉内出血，充血，細胞変性，

好酸球の増多を来たしたと述べているO 之等はいずれも

畑虫卵結節に比べ好酸球の浸潤が著明てある以外にはほ

とんど変らない所見を呈しているO 特に皆者の芙験にお

いては未熟卵，死滅卵周辺において好酸球の見られない

事と仔虫卵周囲殊に結締織中に出現した好酸球浸潤とを

考え合せ卵内液状物質の存在の可能性を検討し，て見たO

既に竹下（.Hl58），稲臣 (1957)らは暁虫卵ではあるが其

の電子顕微鏡的観察において詳細に研究し，その層の

内，殊にタ卜層に無数の細管を認め，卵殻内の腔の呼吸や

湿気の統制に関係しているものと考えると報告してい

るO ！尿蜘虫卵に関lては石井（1954）は完成蛋白膜は内

外層より成り両層とも蛋白以外に多糖類を合むと述べて

いるが更に電子顕微鋭的観察ては Morita(1953），分山

(1957), Roger (1956）により報告されている。従来，

卵の囲りの層に 3層より成ると云う人に Nelson,Leu-

ckart, Ackert, Wottge，ら， 4層と云う人に Krenzer,

Frenzen, 5層と云う人？こ Zavadovsky があるが 3層と

云うのが比較的合理的の様てあるO 前述の Rogerは卵

殻は 3層より成り最内層は lipoid層，中層はキチン層，

タト層は蛋白質層てあると云い更にタト層に無数の Micro-

五brilの存在するζ とを述べているO 之等の報告からし

ても未だj回虫卵殻にタト界と交通し得る細管構造は認めて

いないが之等は何れも未熟卵て仔虫包蔵卵ではなく，比

較的光学顕微鏡下て液状物質の含有を予却される議動仔

虫包蔵卵ての電顕的観察は試みられておらず今後の研究

にまつものがあるが前述の焼虫卵の電顕的所見及び組織

中の未熟卵と仔虫卵との細胞反応の異なるととより恐ら

く仔虫包蔵卵ては卵内に液状物質を含有し外界に流出し

得るものど皆者は実験成績より考察し，た。叉，畑虫卵エ

キスによる免疫家兎肝の組織像は一般的な組織アレノレギ

ーの所見に一致した。即ち従来肝におけるアレルギー性

病変は宮川 (1952),Knepper (1936），橋本 (1954入伊藤

(1937)，岡村（Hl50），谷田 (1958），馬杉（1930），武田

(1952）ら数多くの研究者により報告されているO 即s
馬杉， Knepperの抗肝血清，伊藤の牛血清，佐藤の馬血

清，卵白，武田の卵白，岡村 ・宮川の畑虫乳剤叉は乾燥
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虫体抽出液，或は谷田の豚rtUiil虫体より作製した i種分画

などを使用して感作し，それぞれ惹起注射を行って後，肝

の組織学的観察を詳細に行っているが大体において所見

は一致している様である。即！＞伊藤は出血性肝細胞壊死

巣，星細胞の増生，血栓形成がありグリソン氏鞘の細胞浸

潤，類洞内に好中球，赤血球，リンパ球，巨核球を充満する

と述べ之等所見は子摘のさいの肝と相似していると報侍

しているO 佐藤も大体同様で馬血清，卵白の非経口的反

復注射により肝小葉周辺部毛細血管内にフイプリン様蛋

白物質の充盈それに基く賓血性壊死，叉，血行停止によ

る出血性壊死巣を見ると報告しほかの研究者達の所見も

略同様である。叉，谷町は蜘虫体より作製した 4種牙両

を用いそれぞれ反復注射により第一蛋自体分画に肝細胞

の限局性壊死巣，細胞浸潤が強く現われるとしているO

馬杉（1930),Knepper (1936）は抗肝血清 Hepatotoxin

を用い白胤及び家兎の静脈内注射して肝の病理組織につ

いて述べている。即ち此際にも肝細胞の硝子様滴状変

性，肝細胞索毛細血管内¢フイプリン血栓，星細胞の肥

大，増生殊に著明なのは賛血性及び充血性の肝細胞の変

化であり肝細胞の特に著明に障害された所ては一部に大

きな壊死が認められると［更に Hepatotoxinの作用が

強くなると小葉周辺部の毛細血管のフイプリン血栓形成

がおとり，その結果，小葉周辺の肝細胞に壊死がおと

るO 叉，グリソン氏鞘結合織の浮腫性膨化，同時に白血

球殊に好酸球の浸潤が見られ特に動脈枝控の 五brinoid

変性更に壊死及び腔内血栓形成が起ると報告し之等抗肝

血清に基く肝の変化は局所アレルギーに見られる病変に

全く一致する。そして之を強度に行うと肝においてもア

ルサス現象の組織アレルギー性変化が起るとし其の臓器

のアレルギー性疾患に一致すると述べて居るO 之等所見

から著者の虫卵エキス免疫群の肝臓の組織学的観察と対

比するに非常に相似の形態像をとるととが明かとなっ

た。即ち著者の行った虫卵エキスく殊に仔虫包蔵卵エキ

ス〉免疫家兎肝ては一部に肝細胞鹿死，硝子様滴状変

性，好酸性細胞及び淡明化細胞出現，星細胞の肥大，増

生，グリソン氏鞘内結合織浮腫性flvtイヒ，類f町内単球及び

「-i:核球の出現などの如き前述の所見とほとんど d 致する

所見を与えたととより斯かる所見は前述の研究者逮の肝

のアレルギー性組織変化に一致するものと考えられるC

次に之において特に検討されねばならぬととは単球結節

形成についてて、あろう。本実験の如く虫卵を使用しての

実験であるが故に少くとも虫卵を異物として同時に抗原

として生体に働くのは当然であるがその場合現われる組

( 143) 
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織反応としては異物性炎にアレルギー性炎の加味された

組織形態像をとるものと見なければならないて、あろう。

此等異物性法出炎及びアレルギー性法出炎並びに結節炎

について前述の如く新保，並びに武田，赤l崎らにより詳細

に報告されている。新保は天野により考案された皮下結

合織伸展，超生体染色法を利用し種々な物質を用いて実

験を行いノルメルギー性法出炎における細胞反応は物質

の種類の如何に拘らず一定の基本形成に従うととを確め

たO 先づ白血球次に.fl'L球と交代し後期に形質細胞，リン

パ球，組織球及び結合繊細胞の増殖が起って来るとし更

にアレノレギー性法出炎特に代表的なものとしてアルサス

現象，ツベルクリン反応、における細胞反応を詳細に研究

しているO そしてツベルクリン型は初期より単球が現わ

れるか或は単球反応が優位にあり白血球は組織壊死に対

する二次的反応であるとしアルサス現象ては白血球反応

が主体をなすもので之は木質的反応であるとした Di-

enes & Mallory更には天野らの報告と一致した見解を

とっているO 更にノルメルギー性結節炎について言及し

最も単純な結節炎てある異物結節について細胞反応を調

査しζのさい矢張り法出現象に始まり白血球，市．球，リン

パ球，組織球，結合繊細胞が異物を中心として順次に愉状

に集合し結節を形成する。とのさい結節の性格を決定す

るのは単球てζれが異物細胞ないし類上皮細胞に転化す

ると忠われるとし結筒形成つまりアレルギー性結節炎は

異物結節の修飾されたものと考えており更にアレルギー

性結節炎における細胞反応形式は全くノルメノレギーと同

様であるが各種の細胞反応は時間的にも景的にも著し く

促進され従って当然の結果，結節の早期多量出現とな

るO 武田はアレノレギー性反応¢組織像において矢張りノ

ノレメノレギ一反応とアレルギー反応について言及し生体化

侵入した異物に抗原性がある時にはその異物反応の経過

中に生体は抗原を作りそれが一定量に達じた時局所に残

存或は増殖しつ〉ある抗原と反応し之にアレルギー性反

応像が成立するそして局所の抗原抗俸反応は細胞に則し

て成立し異物が細胞に迄及ぼす影響より i山接であるた

め，より強力，且つj車カ、な刺戟となる ζ とが多く従つて

之に対応、する組織反応、もまた時間的に述かにi立的にも多

い像を作るそして組織像にて正；有反応に比べて梢異つた

所見を呈し，て本来の異物性正常反応像を強く修飾ナると

述べ結核菌のz主ならず馬血

ミンを用い溶角干吸収性及び抗原性を変化せ』しめて用いそ

のアレノLギ一反応、像を比較検討してし、るO それによると

非感作例て、は具物反応のみで感作を行ったものでは感作
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の程度に応じ速かに且多量の類リンパ球結節を作り類上

皮細胞結節を作るとしているO 叉，赤1!1奇は最近胴虫卵及

びその牙画による炎症性反応、の細胞学的研究において興

味ある所見を報告しているO 即2う畑虫卵による中期並び

に後期の炎症性反応の像は結核炎症と同様であり虫卵結

節の形成と共？と虫卵による単球性並びに組織球性類上皮

細胞が形成されるとしとのさいにも畑虫卵の連続注射に

より感作した家兎に畑虫卵を注入する場合に炎症性反応

は促進し旺盛に現れるとしているO そしてとの場合類上

皮細胞を促す物質として畑虫卵 Phosphatidが関与する

であろうとの判断を下しているO 著者の行った実験ても

単球結節の出現は主として仔虫包蔵卵エキス免疫家兎に

各期卵注入群に認められたζ とから新保，武田，赤111奇ら

の云う如くそれらの細胞度応形式はアレルギ一反応の組

織表現であると考えている。只との場合武田の云うその

本態に関して単球，組織球性細胞と広く解釈されている

類リンパ球結節なるものは苦者の場合には単球結節であ

ろうと考えられるO 即ち之等単核細胞は各卵エキス免疫

家兎肝において類洞内に澗蔓性或は集族的に見られ組織

ギムザ切片においても細胞体が円形て核の腎形或は馬蹄

lf＊てや〉偏在する単球の性格と全く一致するものであり

之等単球結節は明らかに無処置家兎に各期卵注入群て、は

認められず免疫群においてのみ注入後24時間にて多量の

出現を見るものであり此等所見は新保，武田らの所見と

一致するものて、あるO そしてζのアレルギー性虫卵結節

の最終組織表現はとのさい除外して著者の実験成績から

はその初期においてほとんど血液単球のみより大結節を

免疫家兎において出現し得ると去う事実のみに止めてお

くζ とにするO 叉次に虫卵による類上皮細胞発生に関し

赤崎は著者と同様卵内物質を予似し虫卵の Phosphaticl

が発生に関与していると述べている。即ち畑虫卵が初期

に穆出する頼粒白血球の攻撃を受けるととにより特に白

血球の有する蛋自分解酵素の作用により卵殻が破壊され

卵内の類上皮細胞を促す或る物質が組織内に放出せられ

との物質を単球及び組織球が食喰するととによりその処

理，消化の過程において類上皮細胞化が起るとし物質代

謝の特異性が関与しているとしているO しかし之等類上

皮細胞の発生はさておき著者の成績から見ると前述の間ー

究者達の使用胴虫卵はいづれも未熟卵であり免疫効果及

び単球結節出現の量的に軽度なる群に属するものと考え

られるC 叉，赤崎の云う如く虫卵が好虫球の攻撃を受け

蛋白牙解酵素の作用により卵殻が破壊されて虫卵内の物

質が組織内に放出せられると云う想定は勿論著者も多少
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のその様な事実を認めるものであるがそれの立によると

は考えられないちのて、あるO それは畑虫卵が必ずしも好

中球の攻撃を受け死滅するとは限らず Africa(1936), 

Makai(1922）の報告の如く組織内て仔虫卵に迄成熟した

と云う事実もあり叉苦者の成績からしても必ずしも全虫

卵が好中球により卵殻が破壊された状態にあるとは限ら

ないし，叉，その様な攻撃を受けて細胞に影響を与える

迄に相当時間がか〉ると考えられるO 之は著者の成績で

は24時間てすでに単球結節出現を見るとと及びその様な

卵内の有効性物質が同時に好酸球をも浸集させる物質で

あるととを認めているC そして未熟卵及門死滅仔虫卵て

好酸球の浸潤を見ず仔虫卵て浸潤を見るとと等から考え

むしろ議動せる仔虫包蔵卵より組織内に流出する液状物

質によるものと考える方がおんとうであろう。そ乙で著

者は免疫効果の最も強）Jな仔虫包蔵卵エキス免疫家兎肝

においてそのアレルギー性組織反応は最も汗明て更に同

群に輩動仔虫包蔵卵注入群においては同卵より流出する

液状物質〈抗原様物質〉によりツベルクリン型組織反応、

表現てある単球結節出現の量的並びに時間的促進をなし

得たものと推察する。従来実験的局所過敏現象には数多

くのものがあるがその中て、代表的なのはアルサス型及び

ツベルクリン型反応であるO Jltの内アルサス型反応はア

ルサス現象としてツベルクリン反応は結核性アレルギー

を代表として肯くから多数の研究者により詳しく検討さ

れて来た。即ちアルサス型反応は Opie,Buchner fこよ

り更にツベルクリン型反応は Bi.ichner，武藤，武mらに

よりほとんどその組織像は完成された観がある。就中，

ツベノレクリン型は血管の！時碍はアパサス型反応、に比し程

度が軽く炎症域に浸潤する細胞は単球，組織球て好中球

が少いととが強調されているO 近年天野 (1948），平田

(1948）は馬血情及び結核l若体成丹を用いて局所過敏現

象を細胞機能の立場から詳細な研究を用い，抗体産生理

論からタト膜形質細胞系に由来する機能的概括反応として

血清親和性抗原抗体反応を提唱され古く清野の細網内皮

系細胞系に由来するそれを組織親和性抗原抗体反応とし

て二大反応系に分えられているO そしてその反応型式を

前者を急性血管障問を主体とする全身並びに局所のショ

ック反応としてアルサス型反応を明示し抗原として馬血

清，結核菌多糖類（ハプテン〉を，更に後者を単球，組織

球を主体とする血管障碍性の比較的少ない組織細胞障碍

の反応としてツベルクリン型反応を明示し，抗原に結核

菌，ツベノレクリンを挙げているO そして抗原及び抗体を

血清親和性（Serotrop）と組織親和性（Histiotrop）の二

( 144) 
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つに牙けアルサス型では抗原抗体反応は主に血管タ卜膜を 在をも予想せしめ得るものであるO 叉，前述の虫卵内液

中心として起るため血管障碍が強く，白血球の急激な法 状物質による単球反応に関連して人為的な侵裂を加えな

出を起す。ツベノレクリン型ては抗体は組織細胞に鈎荒す い自然な方法て、行った浜本・杉安(1958）の掠鳥住血吸虫

るため急激な血管反応を生ずるととなく抗原抗体反応は セルカリアを利用しての血管外性抗原抗体反応は比較的

徐々に起るため白血球は弱く 1~.球反応、が強く現われると 理組形式をとるものであろう。即ち自然の状態て侵入せ

しているO それ故主な反応の場は当然間質結合織にあ しめた上記セノレカリアの初感染の組織像は好中球及び好

るとしているO 近年血液学の急速なる進歩と共に浜木 酸球を主体とせる異物反応を呈するの主であるが一定感

(1958）は此の天野の二系性免疫理論の基礎の上に立ち 作の後の再感染の際にセルカリアを中心とせる細胞反応

抗原抗俸反応の起る場を屯視し，抗原の持つ性質と反応 は主として結合織に単球よりなる浸潤があり極めて純粋

の場を組合すととにより複雑な抗原抗体反応の機構を実 な浜本の云う管外性抗原抗体反応の像を呈したととは興

験的並びに人体剖検例等から病理形態学的に見事に統一 味ある事実てあるO

した。即ち赤血球抗原を用いての純然と した血管内の抗

原抗体反応が考えられるに至り浜本は天野の血清親和性

抗原抗体反応が主に血管を中心として起るとと並行に7千

干の修飾を加えて管内性抗原抗体反応として従来の間質

結合織に起る抗原抗体反応及パ若干の修飾を加えて管外

性抗原抗体反応なる名称を冠してそれぞれの反応の起る

場及び主要な病理組織変化の来る場所について詳しく研

究じて来た。今若者はその研究成果と Rossle,Buchner, 

新保，武田の云う如く普通の炎症に対しアレルギー性炎

として理解される所以は質的な差と云うよりは量的な差

に他ならないと云うと とから考えて見ると仔虫包蔵卵エ

キス免疫家兎門脈内仔虫包蔵卵注入による組織像は大体

反応の起る場はグリソン氏鞘内結締織であり，反応細胞

が主として単球てあること，及び比較的血管障碍の少な

いとと及びノルメルギー性虫卵結節炎におけるよりも単

球の出現の早期，多量なるととなどから浜本の云う純粋

な管外性抗原抗俸反応殊にツベルクリン型と見なすとと

が出来るであろう。このことは寄生虫殊に畑虫体腔液成

好を用いて皮膚反応、を行った赤松（1959）の成績から体腔

液及び蛋白質成分が遅延型反応を呈し，多糖類成牙によ

る反応は早期型反応を呈すると云う享実から考え，寄生

虫抗原は一般に間質結締織を反応の起る場とする組織親

和性抗原抗体反応を主と して呈するものと考えられ更に

赤松及び後述の浜本 ・杉安の実験より推論して組織親和

性抗原を主とすると考えられる虫卵エキスく全抗原〉に

よって感作されるのは当然間質結締織であり，仔虫包蔵

卵注入により卵膜を通して流出する液状物質〔抗原様物

質〉は感作され抗体の組織細胞に鈎着した間質結合織に

直進し反応、の場をその部に求める。そして反応型式は単

球を主体とせるツベルクリン型反応であり反応の種類は

管外性抗原抗体反応である。猶，仔虫卵の場合にはζの

ほか，好酸球の態度から液状物質に好酸球喚起物質の存

結論

1) 畑虫仔虫包蔵卵エキスにて皮庖反応、を行い抗原性

の強力なととを確認、した。

2) 無処置家兎に単細胞期卵，死滅仔虫卵注入群ては

異物結節を形成するにすぎなし、。

3) 無処置家兎及び単納［出期卵エキス，仔虫包蔵卵エ

キス免疫家兎に仔虫包蔵卵注入群において生卵と考えら

れる仔虫卵の周辺結締織内に好酸球の浸潤を認Pた。

4) 好酸球の態度より仔虫卵内に液状物質の存在を予

；出せしめるO

5) 単細胞期卵エキス及川仔虫包蔵卵エキス免疫家J厄

に仔虫包蔵卵注入群において単球結節の早期並吋に多量

の出現を見た。

6) f詳細胞期卵エキス免疫家兎に比し仔虫包蔵卵エキ

ス免疫家兎に仔虫包蔵卵注入群において単球結節の出現

が多量てあるO

7) 之等免疫家兎における仔虫包蔵卵注入群において

虫卵を中心とせる細胞反応は卵内液状物質によりツベル

クリン型反応を主として呈すと考えられるO

8) 之等仔虫卵内物質は赤松の実験より体腔液並びに

蛋白質成分に準ずる反応を呈する物質であるO

9) 各抗原による肝臓虫卵結節形成部位の組織学的検

索を行ない－~存者の予却した畑虫仔虫卵内液状物質による

アレルギー性反応の形態学的特徴を明かにしたO

10）無処置家兎及び免疫家兎肝に注入せる虫卵に対す

る法出細胞の種類及び血管障碍につき検討L』刺虫単細胞

期卵並びに仔虫卵によって惹起されたそれぞれ異物性炎

並ヴに管外性抗原抗体反応の病態機構を二系性免疫論の

基礎の上に立った浜本の論説より解明を加えた。

稿を終るに当り，終始御指導並びに御校聞を賜った浜

本教授に衷心より深謝致します． 本論文の要旨は第 14
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第 1図 ：無処置家兎未熟卵注入群

未熟卵周辺部のii珪度の偽酸球浸潤

H.E.染色 10×40 

第 2図：無処置家兎完全死滅卵注入群

死滅仔虫卵周辺部の軽度の偽酸球浸潤

H.E.染色 10×10 

第 3図 ：無処置家兎完全死滅卵注入群

苑滅仔虫卵周辺部の軽度の偽酸球浸潤

H.E.染色 10×4-0 

第 4図 ：免疫家兎未熟卵注入群

未熟卵周辺部の軽度の偽酸球浸潤

H.E.染色 1尽×40

第 5図 ：免疫家兎仔虫卵注入群

仔虫卵周辺の偽酸球及び結締織内好酸球

の浸潤 H.E.染色 10×40 

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 6号

写真説明
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第 6図 ；免疫家兎仔虫卵注入群

仔虫卵周辺の好酸球浸潤及び単球結節形成

H.E.染色 10×20 

第 7図 ：免疫家兎仔虫卵注入群

仔虫卵周辺の単球及び組織球浸潤

H.E.染色 10×20 

第 8図 ：免疫家兎仔虫卵注入苦手

単；球を主とせる結節形成

H.E.染色 10×20 

第 9図 ：免疫家兎仔虫卵注入群

単球結節形成 H.E.染色 10×10 

第10図 ：免疫家兎

類洞内単核細胞の集族的増生

H.E.染色 10×40 
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Summary 

An experiment was made on the granuloma by 

ascaris egg. Rabbits were sensitized with ascaris one-

cell stage extract and ascaris larval stage one. 

Patho-histological changes in sensitized rabbits with 

ascaris egg extract showed remarkable parenchymal 

degeneration of liver cells. 

When the provocative injection of ascaris larval 

stage egg was made in portal vein, mononuclear cell 

nodes were revealed in the liver of sensitized rabbits. 

Mononuclear cell nodes, which consist of mononuclear 

cells and a few mono七istiocytes, were revealed 

chiefly in the connective tissue (Glisson’s capsule). 

In the liver of unsensitized rabbits which were 

injected ascaris immature eggs into portal vein, slight 

infiltrations of pseudoeosinophilic leukocytes and no 

mononuclear cell nodes were presented. 

Consequently, these histological changes were similar 

to those of tuberculin type reactibn caused by the 

extravascular antigen-antibody reaction. 




